
6.4 生物の生息・生育状況の変化の評価 

「生物の生息・生育状況の変化の検証」における検証結果について、評価の視点を定めて場所

ごとに評価を行い、今後の方針を整理した。 

評価の視点は「第三次生物多様性国家戦略※」等を参考に、生物の生息・生育環境の保全の視

点から設定することとした。 

視点の例として以下のものがあげられる。 

・種の絶滅、地域個体群の消滅を回避する 

・その川(地域)がもともと有していた多様な環境の保全・復元を図る 

・連続した環境を確保する 

・その川(地域)らしい生物の生育・生息環境の保全・復元を図る 
・外来種対策によりその川(地域)の生物多様性を確保する 

 
※平成 4年(1992 年)のリオデジャネイロで開催された国連環境開発会議(地球サミット)で調印された「生物の多

様性に関する条約」を受け、生物多様性の保全と持続可能な利用に関する基本方針と国のとるべき施策の方向

を定めたものであり、平成 7 年(1995 年)に策定された後、全面的な見直しを行い平成 14 年に「新・生物多様

性国家戦略」が、平成 19 年 11 月に「第三次生物多様性国家戦略」が策定された。 
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6.4.1湛水域内 

湛水域内の生物の生息・生育状況に関する評価を表 6.4-1に示す。 

 

表 6.4-1 生物の生息・生育状況の変化に関する評価(湛水域内) 
評価 

検討項目 
生物の生息・生育状況の

変化 
堰との関連の 
検証結果 視点 評価結果 

今後の方針 

魚
類
相 

湛水前と湛水後の魚種組
成には大きな変化はみら
れていない。止水域に多
くみられるギンブナ、モ
ツゴ等の魚類の生息状況
には顕著な変化はみられ
ていない。 

？：魚種組成からは湛水
域内に生息する魚類に
変化はみられない。止水
域に生息する魚類につ
いても顕著な傾向はみ
らない。 

地域に特
有の環境
を保全す
る。 

湛水前後で大きな変
化がないことから、
現状で問題はないと
考えられる。 

特になし。 魚
類 

生
息
状
況
の
変
化 

国
外
外
来
種 

加古川大堰湛水域におい
て、特定外来生物である
ブルーギル及びオオクチ
バスが経年的に生息して
いる。 

△：ブルーギル、オオ
クチバスともに、湛水
域に定着しているの
か、周辺のため池から
流入しているのか不明
である。 

生物多様
性を適切
に保全す
る。 

外来種による影響が
懸念されるため、在
来種保全の視点から
現状は好ましくな
い。 

・特定外来生物であるオオクチ
バス、ブルーギルについて、
現在の生態系を維持するた
め、対策を検討する。 
・立て看板を設置し、外来生物
法等に関する啓発・広報に努
める。 

底
生
動
物 

生
息
状
況
の
変
化 

底
生
動
物
相 

底生動物の種組成は大き
な変化はみられていない
が、美の川合流点ではハ
エ目の種類がやや増加傾
向である。また、堰直上
流にはユスリカ類など止
水域を好む種が生息して
いる。 

●：流速低下、水深の増
大により、これらの止水
域を好む種が優占した
と考えられる。 

地域に特
有の環境
を保全す
る。 

止水域に特徴的な種
であるため、現状で
問題はないと考えら
れる。 

特になし。 

動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン 

生
息
・
生
育
状
況
の
変
化 

動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
相 

プランクトン相につい
ては顕著な違いはみら
れていない。 

－：プランクトン相から
は水質の変化の状況は
みられない。 

－ － － 

鳥
類 

生
息
状
況
の
変
化 

湛
水
域
を
利
用
す
る
鳥
類 

マガモ、カルガモ、コガ
モ、オカヨシガモ、ヒド
リガモなどの水面で採
餌するタイプのカモ類
を多数確認した。 

●：広大な水面がこれら
カモ類の利用を可能に
しているものと考えら
れる。 

地域に特
有の環境
を保全す
る。 

現状で問題はないも
のと考えられる。 

特になし。 

湛水域内の 
まとめ 

(1)湛水域内の特徴 
止水域～緩流域を好む魚類、底生動物等が生息するとともに、特定外来生物のオオクチバス、ブルーギルも経年

的に生息している。 
 

(2)堰による影響 
 湛水域ができたことにより、そのような環境に適応した生物が生息するようになった。 
 
(3)堰以外による影響 
 湛水域周辺の人の利用により、外来種が意図的・非意図的に持ち込まれている可能性がある。 

凡例)堰との関連の検証結果 
●：生物の生息・生育状況の変化が堰の存在・供用によると考えられる場合 
○：生物の生息・生育状況の変化が堰の存在・供用以外によると考えられる場合 
△：生物の生息・生育状況の変化に対する影響要因が不明であった場合 
―：生物の生息・生育状況に、大きな変化が見られなかった場合 
？：生物の生息・生育状況の変化が不明であった場合 
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6.4.2流入河川 

流入河川における生物の生息・生育状況に関する評価を表 6.4-2に示す。 

 

表 6.4-2 生物の生息・生育状況に関する評価(流入河川) 
評価 

検討項目 
生物の生息・生育状況の

変化 
堰との関連の 
検証結果 視点 評価結果 

今後の方針 

魚
類
相 

湛水前に比べ魚種組
成は多様な状況にな
っているが、流水域の
魚類の生息状況には
変化がみられない。 

－：流水域魚類の生息
に顕著な違いはみられ
ず、影響はみられない。 

－ － － 魚
類 

生
息
状
況
の
変
化 

外
来
種 

特定外来生物であるブ
ルーギルが経年的に生
息している。 

△：ブルーギルは、流入
河川で増加傾向にあり、
堰を含めて周辺で増加し
ている可能性が示唆され
た。 

生物多様性
を適切に保
全する。 

外来種による影響
が懸念されるた
め、在来種保全の
視点から現状は好
ましくない。 

・特定外来生物であるオオク
チバス、ブルーギルについ
て、現在の生態系を維持す
るため、対策を検討する。 
・立て看板を設置し、外来生
物法等に関する啓発・広報
に努める。 

底
生
動
物 

生
息
状
況
の
変
化 

底
生
動
物
相 

主要構成種に変化はみ
られず、汚濁指数等につ
いても変化はみられな
い。 

－：水質の変化等もみら
れておらず、底生動物相
についても影響は無いと
考えられる。 

－ － － 

植
物 

生
育
状
況
の
変
化 

植
生 

平成11年(1999年)度に
ジャヤナギ群落を確認、
その後面積を広げてい
るとともに、平成15年
(2003 年)度にネコヤナ
ギ群集を確認した。 

△：湛水域末端に砂州が
形成され、その後、樹林
化しつつある可能性が示
唆された。ただし、堰建
設前も植生に覆われた砂
州が形成されていたこと
から、湛水による影響は
不明である。 

地域に特有
の環境を保
全する。 

生育状況に変化が
あったかどうか不
明であるため、評
価できない。 

・今後も引き続き湛水域末端
において植生調査、河床材
料調査等を実施しデータの
蓄積に努める。 

陸
上
昆
虫
類 

生
息
状
況
の
変
化 

陸
上
昆
虫
類
相 

湛水域末端部の河原に
おける生息状況が不明
である。 

？：河原で調査を実施し
ていないため、検証を行
うことができない。 

地域に特有
の環境を保
全する。 

評価できない。 ・湛水域末端の河原において
調査し、河原昆虫の生息状
況の把握に努める。 

流入河川の 
まとめ 

(1)流入河川の特徴 
流入河川にはオイカワ、カワヨシノボリなどの流水環境を好む魚類が多く生息しており、特定外来生物であるブルーギ
ルも経年的に生息している。 
 
(2)堰の影響 
湛水域末端に砂州が形成され、その後、樹林化しつつある可能性が示唆された。ただし、堰建設前も植生に覆われた砂
州が形成されていたことから、湛水による影響は不明である。 
 
(3)堰以外の影響 
特に影響は想定されない。 

凡例)堰との関連の検証結果 
●：生物の生息・生育状況の変化が堰によると考えられる場合 
○：生物の生息・生育状況の変化が堰以外によると考えられる場合 
△：生物の生息・生育状況の変化に対する影響要因が不明であった場合 
―：生物の生息・生育状況に、大きな変化が見られなかった場合 
？：生物の生息・生育状況の変化が不明であった場合 
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6.4.3下流河川 

下流河川における生物の生息・生育状況に関する評価を表 6.4-3に示す。 

表 6.4-3 生物の生息・生育状況に関する評価(下流河川) 
評価 

検討項目 
生物の生息・生育状況の

変化 
堰との関連の 
検証結果 視点 評価結果 

今後の方針 

砂
礫
底
を
好
む
魚
類 

砂礫や礫底に産卵す
る魚類として、オイカ
ワ、モツゴ、カマツカ、
コウライモロコ等を
確認したが、確認個体
数に大きな変化はみ
られなかった。 

－：これらの魚類の生
息・産卵場として適した
環境が維持されているこ
とが推察された。 

－ － － 魚
類 

生
息
状
況
の
変
化 

外
来
種 

特定外来生物であるブ
ルーギル、オオクチバス
を経年的に確認してい
る。 

△：ブルーギル、オオク
チバスともに、湛水域か
ら流出しているのか、周
辺のため池等から流入し
ているのか不明である。 

生物多様性
を適切に保
全する。 

外来種による影響
が懸念されるため、
在来種保全の視点
から現状は好まし
くない。 

・特定外来生物であるオオ
クチバス、ブルーギルに
ついて、現在の生態系を
維持するため、対策を検
討する。 
・立て看板を設置し、外来
生物法等に関する啓発・
広報に努める。 

底
生
動
物
相 

堰建設前はトビケラ目
が優占する傾向にあっ
たが、建設後はハエ目が
優占する傾向がみられ
る。ただし、汚濁指数を
みると大きな変化はみ
られなかった。 

？：ハエ目が優占するよ
うな変化がみられた
が、汚濁指標に大きな
変化はみられなかっ
た。 

地域に特有
の環境を保
全する。 

生息状況に変化が
あったかどうか不
明であるため、評価
できない。 

・今後も引き続き堰下流に
おいて底生動物調査を実
施しデータの蓄積に努め
る。 

底
生
動
物 

生
息
状
況
の
変
化 

生
活
型
・
摂
食
機
能
群
別
の
底
生
動
物 

造網型、濾過食者のトビ
ケラ類が優占し、その
後、匍匐型のカゲロウ類
が優占するなど、経年的
には変化がみられたが、
近年は、湛水前の状況と
類似した状況となって
いるため、全体的には大
きな変化は無い状況で
あると考えられる 

？:トビケラ類からカ
ゲロウ類が優占するな
ど経年的な変化がみら
れていたが、近年は、
湛水前の状況と類似し
た状況となるなど、生
息状況の変化が不明で
ある。 

地域に特有
の環境を保
全する。 

生息状況に変化が
あったかどうか不
明であるため、評価
できない。 

・今後も引き続き堰下流に
おいて底生動物調査を実
施しデータの蓄積に努め
る。 

植
物 

生
育
状
況
の
変
化 

中
州
の
発
達
・
樹
林
化 

堰建設後、砂州が形成さ
れ、その上に植生がみら
れ、徐々に生長してい
る。 

△:堰建設前にも植生
に覆われた多数の中州
が形成されていること
から、堰の影響の程度
を判断することはでき
なかった。 

地域に特有
の環境を保
全する。 

生育状況に変化が
あったかどうか不
明であるため、評価
できない。 

・今後も引き続き堰下流に
おいて植生調査、河床材
料調査等を実施し今後の
変化の把握に努める。 

下流河川のまとめ 

(1)下流河川の特徴 
砂礫や礫底に産卵する魚類として、オイカワ、モツゴ、カマツカ、コウライモロコ等が生息しており、特定外
来生物のブルーギル、オオクチバスも経年的に生息している。 
 
(2)堰の影響 
堰建設後、砂州が形成され、徐々に樹林化しつつある。また、底生動物の優占種が変化している可能性もある
が、堰の影響については不明である。 
 
(3)堰以外の影響 
特に影響は想定されない。 

凡例)堰との関連の検証結果 
●：生物の生息・生育状況の変化が堰によると考えられる場合 
○：生物の生息・生育状況の変化が堰以外によると考えられる場合 
△：生物の生息・生育状況の変化に対する影響要因が不明であった場合 
―：生物の生息・生育状況に、大きな変化が見られなかった場合 
？：生物の生息・生育状況の変化が不明であった場合 
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6.4.4湛水域周辺 

湛水域周辺における生物の生息・生育状況に関する評価を表 6.4-4に示す。 

 

表 6.4-4 生物の生息・生育状況に関する評価(湛水域周辺) 
評価 

検討項目 生物の状況 
堰との関連の 
検証結果 視点 評価結果 

今後の方針 

植
物 

生
息
状
況
の
変
化 

植
生 

人工草地、構造物が多くの
面積を占めている。 
また、外来種であるセイタ
カアワダチソウを確認し
た。 

●○：堰建設に伴い
高水敷や護岸等が
整備されたことに
よるものと考えら
れる。また、セイタ
カアワダチソウ等
の外来種が侵入し
ている。 

地域に特
有の環境
を保全す
る。 

現状で問題はな
いものと考えら
れる。 

・外来植生の分布状況を継続し
て調査する必要がある。 

鳥
類 

生
息
状
況
の
変
化 

鳥
類
相 

水辺に生息するアマサギ、
アオサギ、人家周辺に生息
するドバト、スズメ、開け
た草地などを好むヒバリな
どを多数確認した。 

？：高水敷の開けた
環境を好む種を確
認したが、2 回の調
査結果しかないこ
と、平成 16(2004)
年に台風の影響を
受けていることな
どから、生息状況に
変化があったどう
かは不明である。 

地域に特
有の環境
を保全す
る。 

現状で問題はな
いものと考えら
れる。 

－ 

鳥
類
以
外
の
動
物 

生
息
状
況
の
変
化 

動
物
相 

調査を実施していないた
め、変化の状況は不明であ
る。 

調査を実施してい
ないため、検証でき
ない。 

－ － － 

湛水域周辺
のまとめ 

(1)湛水域周辺の特徴 
人工草地、構造物が多くの面積を占めており、セイタカアワダチソウ－クズ群落を平成 11 年(1999 年)度以降確

認している。 
 

(2)堰の影響 
加古川大堰建設前の植生は不明であるが、堰建設に伴い高水敷や護岸等が整備されたことにより、人工草地が多

くの面積を占めている。 
 

(3)堰以外の影響 
人の利用が増加することにより、外来種が意図的・非意図的に持ち込まれ、分布を広げている可能性がある。 
 

凡例)堰との関連の検証結果 
●：生物の生息・生育状況の変化が堰によると考えられる場合 
○：生物の生息・生育状況の変化が堰以外によると考えられる場合 
△：生物の生息・生育状況の変化に対する影響要因が不明であった場合 
―：生物の生息・生育状況に、大きな変化が見られなかった場合 
？：生物の生息・生育状況の変化が不明であった場合 
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6.4.5連続性 

連続性の観点からみた生物の生息状況に関する評価を表 6.4-5に示す。 

 

表 6.4-5 生物の生息状況に関する評価(連続性) 
評価 

検討項目 生物の状況 
ダムとの関連の 
検証結果 視点 評価結果 

今後の方針 

回
遊
魚
の
遡
上
阻
害 

アユについては、魚道下
流、魚道内でも採捕されて
おり、下流側に滞留してい
る状況はみられなかった。
その他の回遊魚(ウナギ、
サツキマス、ゴクラクハ
ゼ、トウヨシノボリ等)の
うち、ハゼ科の魚類は魚道
下流で確認したものの、魚
道では確認できなかった。 

－：アユは多くの個体
が魚道を利用して遡上
していることが示唆さ
れた。 
●：その他の回遊魚(ウ
ナギ、サツキマス、ゴ
クラクハゼ、トウヨシ
ノボリ等)のうちハゼ
科魚類については、遡
上阻害になっているこ
とが伺えた。 

地域に特有
の環境を保
全する。 

ダム下流での
生息は維持さ
れているが、生
活史は分断さ
れている。 

・引き続き、魚類等の遡上・
降下を促進する実現可能な
方策の検討を行う。 

回
遊
性
魚
類
の
陸
封
化 

回遊魚として、湛水域内で
はウキゴリ、トウヨシノボ
リ等の 6 種を確認してお
り、特にトウヨシノボリ縞
鰭型の稚魚を湛水域内で
多数確認した。 

●：トウヨシノボリに
ついては湛水域の環境
に適応し陸封化してい
る可能性が考えられ
る。 

地域に特有
の環境を保
全する。 

陸封化され生
息は維持され
ているが、生活
史は分断され
ている。 

・引き続き、魚類等の遡上・
降下を促進する実現可能な
方策の検討を行う。 

魚
類 

生
息
状
況
の
変
化 

稚
魚
等
の
流
下
の
緩
和
に
よ
る 

魚
類
生
息
状
況
の
変
化 

アユの産卵場は加古川橋
から美の川合流点よりも
上流の範囲であり、上流に
おいて孵化したアユの仔
魚は大堰において滞留す
る可能性が考えられる。 

？：流下仔魚の調査
が 1 回しか実施して
いないこと、大堰上
流の流速等が不明で
あることなどから、
堰の影響について判
断することはできな
かった。 

地域に特有
の環境を保
全する。 

流下仔魚等の
詳細が不明な
ため評価でき
ない。 

・アユの流下仔魚に関する影
響の把握に努め、その後対
策の検討を行いたい。 

連続性のま
とめ 

(1)堰の影響 
湛水域により、回遊性魚類が陸封されている可能性がある。また、回遊性魚類のうちハゼ科魚類については遡上

が加古川大堰によって阻害されている可能性がある。 
 

凡例)ダムとの関連の検証結果 
●：生物の生息状況の変化がダムによると考えられる場合 
○：生物の生息状況の変化がダム以外によると考えられる場合 
△：生物の生息状況の変化に対する影響要因が不明であった場合 
―：生物の生息状況に、大きな変化が見られなかった場合 
？：生物の生息状況の変化が不明であった場合 
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6.4.6重要種 

重要種の生息・生育状況に関する評価を表 6.4-6に示す。 

 

表 6.4-6 重要種の生息・生育状況に関する評価 
評価 検討 

項目 
生物の状況 

ダムとの関連の 
検証結果 視点 評価結果 

今後の方針 

鳥
類 

生
息
状
況
の
変
化 

ササゴイ、タシギ：H5、H10
に確認したが、H16は確認でき
なかった。 

？：2回しか確認して
いないため、生息
状況に変化があっ
たかどうか不明で
ある。 

生物の重
要な種を
保全する。 

変化の状況が不
明であるため、
評価できない。 

河川水辺の国勢調査を行う際
に生息状況に留意をして調査
を行う。 

両
生
類 

生
息
状
況
の
変
化 

ニホンヒキガエル：H7、H12
に確認したが、H17は確認でき
なかった。 

？：2回しか確認して
いないため、生息
状況に変化があっ
たかどうか不明で
ある。 

生物の重
要な種を
保全する。 

変化の状況が不
明であるため、
評価できない。 

河川水辺の国勢調査を行う際
に生息状況に留意をして調査
を行う。 

魚
類 

生
息
状
況
の
変
化 

イチモンジタナゴ：S50～
S54,S57は下流河川、湛水域内
で、S55 は下流河川で、H4 は
湛水域内で確認した。 

△：魚食性外来魚など
の影響の可能性も
考えられるが、影
響要因は不明であ
る。 

生物の重
要な種を
保全する。 

影響要因が不明
であるため、評
価できない。 

河川水辺の国勢調査を行う際
に生息状況に留意をして調査
を行う。 

昆
虫
類 

生
息
状
況
の
変
化 

ジュウサンホシテントウ：H4、
H8、H13に確認したが、H18は
確認できなかった。 

？：H18に確認されな
かっただけである
ため、生息状況に
変化があったかど
うか不明である。 

生物の重
要な種を
保全する。 

変化の状況が不
明であるため、
評価できない。 

河川水辺の国勢調査を行う際
に生息状況に留意をして調査
を行う。 

底
生
動
物 

生
息
状
況
の
変
化 

確認個体数は少なく、生息状
況の変化は不明である。 

？：確認個体数は少な
く、生息状況に変
化があったかどう
か不明である。 

生物の重
要な種を
保全する。 

変化の状況が不
明であるため、
評価できない。 

河川水辺の国勢調査を行う際
に生息状況に留意をして調査
を行う。 

植
物 

生
育
状
況
の
変
化 

H7、H12に確認したが、H15は
確認できなかった。 

？：2回しか確認して
いないため、生息
状況に変化があっ
たかどうか不明で
ある。 

生物の重
要な種を
保全する。 

変化の状況が不
明であるため、
評価できない。 

河川水辺の国勢調査を行う際
に生息状況に留意をして調査
を行う。 

凡例)ダムとの関連の検証結果 
●：生物の生息・生育状況の変化がダムによると考えられる場合 
○：生物の生息・生育状況の変化がダム以外によると考えられる場合 
△：生物の生息・生育状況の変化に対する影響要因が不明であった場合 
―：生物の生息・生育状況に、大きな変化が見られなかった場合 
？：生物の生息・生育状況の変化が不明であった場合 
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